
 

 

 リンゴ黒星病は、5～6月及び 9～10月に多発する傾向にあります。定期的な防除を 10月頃まで
続けるとともに、園地巡回を徹底して発生の有無を確認してください。 
 特に昨年秋以降に県外の苗木を定植した園地や周辺ほ場については、重点的に確認してください。 

 

 発生を確認した場合には、病斑が多いものや発病が止まらないものは抜根し、発病が軽微な
ものは発病葉や発病果を摘み取り、袋に入れて、ほ場外に持ち出し、焼却又は埋却処分してく
ださい。 

リンゴ苗木・穂木等を導入する際は、 
黒星病の感染に十分注意してください！ 

★疑わしい症状が確認されたら、お近くのＪＡ、農業改良普及センター、市町村へ 
ご相談ください。 
  

○ＪＡながのちくま南部アグリサポートセンター  TEL:0268-82-2425 

○ＪＡながのちくま南西部アグリサポートセンター TEL:026-275-1257 

○長野農業改良普及センター           TEL:026-234-9536 

〇坂城町商工農林課農業振興係          TEL:0268-82-3111 内線 152 

■県内で、リンゴ黒星病のＤＭＩ剤耐性菌が確認されました。この耐性菌は、基幹防除 

  薬剤である殺菌剤が効かないもので、まん延すると、甚大な被害を及ぼす恐れがあり
ます。耐性菌は県外から導入された苗木を植え付けたほ場での発生が多いことから、
県外から苗木を購入する場合は、黒星病などに感染していない健全な苗木であること
を苗木業者に確認してください。 

■適切な薬剤による定期的な防除と園地巡回により、黒星病発生の未然防止及び 

 早期発見に努めてください。 
 

リンゴ黒星病について  

リンゴ黒星病が発病すると、葉・果実・葉柄に斑点を生じ、リンゴの収量・品質が大きく低下します。 
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